
⑪＿周辺の地形、地質及び地下水の状況を

明らかにする書類及び図面

備考（変更の概要、変更の理由など）

H28 事業計画書では、生活環境影響調査書の一部で説明をしていたが、その後の知見の再整理

等を踏まえ、新たに次の２つの資料で説明することとする。 

Ⅰ：地質地盤関係 

H28 事業計画以降に行った、地質調査の結果を踏まえて、地盤特性値を設定・再整理した。 

Ⅱ：地下水流動関係 

R3 年度に実施した地下水流動方向検討業務において、表層地下水の流動方向について整理した。





Ⅰ 地質・地盤関係  
１．現地踏査 

 現地踏査は平成 27 年 9 月 2 日～4 日、9 月 15 日に実施している。現地踏査で把握され

た地形、地質結果を表 1-1-1 に示す。 

表 1-1-1 現地踏査結果 

区 分 現地踏査結果 

地 形 緩い谷部に位置し、集水しやすい地形となっている。 

地 質 

現地踏査で確認できた地質は、上位より以下の 3層であった。 

「火山灰質土」（風化した軽石主体層含む） 

「火山灰質土」（粘性土・砂質土） 

「溝口凝灰角礫岩」（凝灰岩の風化土・半固結状軟岩） 

「火山灰質土」（風化した軽石主体層含む） 

「火山灰質土」（左：粘性土、右：砂質土） 

「溝口凝灰角礫岩」（凝灰岩の風化土・半固結状軟岩）
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２．ボーリング調査 

ボーリング調査は平成 20 年 7 月 24 日～8 月 31 日、平成 24 年 9 月 3 日～11 日、平成 26

年 5月 31 日～6月 16 日、平成 27 年 11 月 25 日～12 月 25 日、令和元年 11月 11 日～11 月 30

日、令和 4年 12 月 12 日～令和 5年 1月 31 日に実施している。 

図 2-1-2 にボーリング調査位置図を示し、表 2-1-1 に隣接の一般廃棄物最終処分場施工時

の状況、現地踏査、ボーリング調査並びに既往地質データから推定される事業計画地周辺の

地質区分及び地質的特徴を整理した。 

また、表 2-1-2 にボーリング調査結果、図 2-1-3 に事業計画地の推定地質縦断図及び図 2-

1-4 に推定地質横断図を示し、別添として、ボーリング調査結果から作成された柱状図及びコ

ア写真を添付する。 

 地質断面図の作成にあたっては、3次元地盤モデル作成システム「Make Jiban」（五大開発

株式会社）を使用し、地盤モデルを作成したのちに、必要な断面の切り出しを行った。なお、

Ｍ1、Ｍ2 層は同一層中でのＮ値の変化が激しいため、Ｎ値 10 未満が主体の層、Ｎ値 10～30

が主体の層及びＮ値 30以上が主体の層の 3つに区分し、解析時の設定定数に変化を与えるこ

ととした。 

図 2-1-1 Make Jiban で作成した 3次元地盤モデル 
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図 2-1-2 ボーリング調査位置図 

農業用取水井戸 

2 号観測井（上流） 

2 号観測井（下流） 

H5 観測井 

凡  例 

産業廃棄物最終処分場（事業計画地） 

一般廃棄物最終処分場（既存処分場） 

ボーリング調査地点 

周辺既往井戸 
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表 2-1-1 地質区分及び地質的特徴 

記号

廃棄物 13.9 - -
一般廃棄物処分場の廃棄物。プラスチック片、鉄線、ガ
ラス片、陶器片など。

道路盛土 15.6 15.6 - 砂質土主体であるが、粘土分、礫分の含有は不均質。

場外盛土 B2 3.4 2.0 3.4 場外東側の畑付近で分布が確認されている。

処分場内盛土 B3c 4.7 4.7 -
一般廃棄物処分場施工時の盛土。盛土内には巨礫を含
む。

旧表土 粘性土 Ac 5.0 5.0 -
粘性土主体。旧谷地形部の盛土下位に比較的厚く分布す
る。

谷底堆積物 礫質土 Ag - - -
谷部に分布する沖積礫質土。確認されているのは局所的
であり、一般廃棄物物処分場付近では、その深度から施
工時にほぼ掘削除去済みと考えられる。

粘性土 L1c 3.5 5.2 1.6
自然地盤の最表層部に分布し、L1pcと互層状をなす。
褐色の火山灰質粘性土で黒ぼく土を含む。浸食や圃場整
備にて削剥されている箇所あり。

粘性土 L1pc 3.8 3.8 -

黄褐色の風化・粘土化した軽石を主体とする土層。L1c
と互層状をなす。
含水比が高く撹乱にて泥濘化しやすい粘性土状の性質を
有する。現地周辺の露頭でも分布が確認されている。

砂質土 L2s 22.5 22.5 -

粘性土 L2ｃ 10.0 12.1 5.7

Ｎ値10未満が主体 7.2 7.2 -

Ｎ値10～30未満が主体 17.9 18.2 17.0

Ｎ値30以上が主体 81.5 84.4 69.0

Ｎ値10未満が主体 6.3 6.3 -

Ｎ値10～30未満が主体 23.8 22.7 28.5

Ｎ値30以上が主体 97.6 93.1 115.6

Ｎ値10～30未満が主体 30.3

Ｎ値30以上が主体 88.4

含安山岩溶岩 M4
安山岩溶岩を含む層。現地調査では未確認。
農業用取水井戸および一般廃棄物処分場2号観測井戸
（上流）柱状図から判断。

平均N値
全体

平均N値
1期2期範囲

平均N値
浸出水処理
施設箇所

盛土・埋土
完
新
世

地質区分

地質
時代

地質区分

風化凝灰岩
・火山灰主体層

M3

更
新
世

火山灰質土

溝口凝灰角礫岩

M1

M2

地質的特徴

褐色の火山灰質粘性土・砂質土。一般廃棄物処分場施工
写真では、複数層の堆積が確認される。

※M3以下は、処分場計画よりも深い位置（GL-35m前後以
深）に分布するため、設計上は無視できる地層である
が、参考として状況を記す。

半固結状の凝灰岩および未固結火山灰主体。構成粒径が
上位層に比べ小さく、礫・玉石の含有少。未固結土砂の
占める割合が多い。
H26-No.1とH26-No.2のGL-35m前後より深部に分布。コア
を確認しているのはこの2孔のみであるが、両者ともコ
アに乱れが生じており、詳細な判定は不可。粒径は似て
いるものの地質が若干異なっており、別の堆積ユニット
を示す可能性がある。なお、N値を確認しているのは
H26-No.2のみであり、最終処分場計画地内でN値は取ら
れていない。

盛土及び谷底堆積物を除けば最終処分場計画地の谷底に
露出する軟岩で、既設防災調整池の支持層になっている
ものと考えられる。
半固結状の凝灰角礫岩（N値50以上）主体の区間であ
る。赤紫色や灰色の安山岩クサリ礫を多く含む特徴があ
る。
M1層ほどではないが、水平方向の連続性は良好でなく、
区間固結度の低い部分ではN値10以上30未満、局所的に
はN値10未満となる。
このため、M1層同様に、N値10未満、N値10以上30未満及
びN値30以上の3層に区分した。

凝灰角礫岩・凝灰岩の風化土や火山灰質粘性土が、0.5
～3m程度の層厚で不均質に混在する区間。
踏査では、半固結状の軟岩がレンズ状に分布することが
確認されている。
固結度の高い区間のN値は50以上あるが、水平方向の連
続性は良好でなく、ボーリング調査でのN値は複雑に変
化する。
地層区分を考える上では、N値10未満、N値10以上30未満
及びN値30以上の3層に区分した。
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表 2-1-2（1） ボーリング調査結果 
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表 2-1-2（2） ボーリング調査結果 

⑪ － 6



表 2-1-2（3） ボーリング調査結果 
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表 2-1-2（4） ボーリング調査結果 
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表 2-1-2（5） ボーリング調査結果 
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表 2-1-2（6） ボーリング調査結果 
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図 2-1-3 地質縦断図（No.17～No.28）

No.17 
縦断方向 

No.28 

2 号観測井（上流）

2 号観測井（下流）

H5 観測井 

記号

廃棄物

道路盛土

場外盛土 B2

処分場内盛土 B3c

旧表土 粘性土 Ac

谷底堆積物 礫質土 Ag

粘性土 L1c

粘性土 L1pc

砂質土 L2s

粘性土 L2ｃ

Ｎ値10未満が主体

Ｎ値10～30未満が主体

Ｎ値30以上が主体

Ｎ値10未満が主体

Ｎ値10～30未満が主体

Ｎ値30以上が主体

Ｎ値10～30未満が主体

Ｎ値30以上が主体

含安山岩溶岩 M4

風化凝灰岩・火山灰主体層 M3

更
新
世

火山灰質土

溝口凝灰角礫岩

M1

M2

盛土・埋土完
新
世

地質区分
地質時代

地質区分
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図 2-1-4（1） 地質横断図（No.20、No.20+10）

No.20+10 No.20 

2 号観測井（上流）

2 号観測井（下流）

H5 観測井 

ａ ｂ 

Ａ Ｂ 

記号

廃棄物

道路盛土

場外盛土 B2

処分場内盛土 B3c

旧表土 粘性土 Ac

谷底堆積物 礫質土 Ag

粘性土 L1c

粘性土 L1pc

砂質土 L2s

粘性土 L2ｃ

Ｎ値10未満が主体

Ｎ値10～30未満が主体

Ｎ値30以上が主体

Ｎ値10未満が主体

Ｎ値10～30未満が主体

Ｎ値30以上が主体

Ｎ値10～30未満が主体

Ｎ値30以上が主体

含安山岩溶岩 M4

風化凝灰岩・火山灰主体層 M3

更
新
世

火山灰質土

溝口凝灰角礫岩

M1

M2

盛土・埋土完
新
世

地質区分
地質時代

地質区分

Ｂ 

ａ Ａ 

ｂ 
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図 2-1-4（2） 地質横断図（No.21、No.22）

No.22 No.21 

2 号観測井（上流）

2 号観測井（下流）

H5 観測井 

ａ ｂ 

Ａ Ｂ 

記号

廃棄物

道路盛土

場外盛土 B2

処分場内盛土 B3c

旧表土 粘性土 Ac

谷底堆積物 礫質土 Ag

粘性土 L1c

粘性土 L1pc

砂質土 L2s

粘性土 L2ｃ

Ｎ値10未満が主体

Ｎ値10～30未満が主体

Ｎ値30以上が主体

Ｎ値10未満が主体

Ｎ値10～30未満が主体

Ｎ値30以上が主体

Ｎ値10～30未満が主体

Ｎ値30以上が主体

含安山岩溶岩 M4

風化凝灰岩・火山灰主体層 M3

更
新
世

火山灰質土

溝口凝灰角礫岩

M1

M2

盛土・埋土完
新
世

地質区分
地質時代

地質区分

ａ Ａ 

Ｂ ｂ 
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図 2-1-4（3） 地質横断図（No.23、No.24） 

No.24 No.23 

2 号観測井（上流）

2 号観測井（下流）

H5 観測井 

ａ ｂ 

Ａ Ｂ 

記号

廃棄物

道路盛土

場外盛土 B2

処分場内盛土 B3c

旧表土 粘性土 Ac

谷底堆積物 礫質土 Ag

粘性土 L1c

粘性土 L1pc

砂質土 L2s

粘性土 L2ｃ

Ｎ値10未満が主体

Ｎ値10～30未満が主体

Ｎ値30以上が主体

Ｎ値10未満が主体

Ｎ値10～30未満が主体

Ｎ値30以上が主体

Ｎ値10～30未満が主体

Ｎ値30以上が主体

含安山岩溶岩 M4

風化凝灰岩・火山灰主体層 M3

更
新
世

火山灰質土

溝口凝灰角礫岩

M1

M2

盛土・埋土完
新
世

地質区分
地質時代

地質区分

ａ Ａ 

Ｂ ｂ 
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図 2-1-4（4） 地質横断図（No.25、No.26） 

No.26 No.25 

2 号観測井（上流）

2 号観測井（下流）

H5 観測井 

ａ ｂ 

Ａ Ｂ 

記号

廃棄物

道路盛土

場外盛土 B2

処分場内盛土 B3c

旧表土 粘性土 Ac

谷底堆積物 礫質土 Ag

粘性土 L1c

粘性土 L1pc

砂質土 L2s

粘性土 L2ｃ

Ｎ値10未満が主体

Ｎ値10～30未満が主体

Ｎ値30以上が主体

Ｎ値10未満が主体

Ｎ値10～30未満が主体

Ｎ値30以上が主体

Ｎ値10～30未満が主体

Ｎ値30以上が主体

含安山岩溶岩 M4

風化凝灰岩・火山灰主体層 M3

更
新
世

火山灰質土

溝口凝灰角礫岩

M1

M2

盛土・埋土完
新
世

地質区分
地質時代

地質区分

Ａ ａ 

ｂ Ｂ 
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３．地盤特性値の設定 

  Ｎ値、土質試験結果、原位置試験の結果から、解析に供する地層毎の特性値について検討を 

行った。 

3-1.地盤特性値の設定方法 

各特性値の設定方法について以下に記し、表 3-1-6 に地盤特性の設定値を示す。 

≪Ｎ値≫ 

  Ｎ値は、標準貫入試験により得られた値の平均値とした。 

ただし、盛土、未固結の堆積物層及び風化の進行したＮ値 30 未満が主体となるＭ1、Ｍ2 層に

ついては、Ｎ値 50以上となる結果は礫打ちとみなし除外した。 

また、Ｎ値 30 以上が主体となるＭ1、Ｍ2 層のＮ値の上限は 300 とし、300 より大きくなる値

は平均値算出データから除外した。これは、NEXCO の土質地質調査要領（平成 4 年 4 月）の参考

資料編に示される以下の文言を参考としている。 

【参考】N 値 300 回を上限とした参考資料（NEXCO の土質地質調査要領 参考資料編 H4.4 P173） 
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≪単位体積重量 γ≫ 

  室内土質試験を実施している地層は、試験値の平均から設定した。 

試験を実施していない地層は、「NEXCO 設計要領」に示される一般値あるいは、「岩盤分類」（日

本応用地質学会）に示される測定例から設定した。 

表 3-1-1 せん断定数の測定例 

表 3-1-2 土質定数（『NEXCO 設計要領第一集 土工編、P1-47』） 

等級
γ せん断定数

(tf/m3) φ（°） C（t/㎡）

D 
DL 1.8 30.0 10 
DH 2.0 32.5 25 

CL 2.2 35.0 40 
CM 2.4 37.5 60 
CH 2.5 40.0 90 
B 2.6 42.5 150 

＊2.岩盤分類 応用地質特別号 p.99 より一部抜粋
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≪粘着力 c≫ 

  室内土質試験を実施している地層は、試験値の平均から設定した。 

試験を実施していない地層は、「NEXCO 設計要領」に示される一般値及び測定例からの換算式か

ら設定した。 

≪内部摩擦角（せん断抵抗角） φ≫ 

  室内土質試験を実施している地層は、試験値の平均から設定した。 

試験を実施していない地層は、「NEXCO 設計要領」に示される一般値及び測定例の換算式、「岩

盤分類」（日本応用地質学会）に示される測定例及び「道路橋示方書・同解説」に示される有効上

載圧を考慮したＮ値から得られる値から設定した。 

表 3-1-3 N 値換算による場合の測定例 

『設計要領 第二集 橋梁建設編』NEXCO、平成 28 年 8月、4-10 ページ） 

『道路橋示方書・同解説 Ⅳ下部構造編』日本道路協会、平成 29 年 11 月、536 ページ 
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≪変形係数 E≫ 

  孔内水平載荷試験結果及び「道路橋示方書・同解説 Ⅳ 下部構造編、社団法人日本道路協会

（平成 29年）、P188」に示されるＮ値からの推定式 E0=2800N から設定した。 

表 3-1-4 変形係数 E0と地盤反力係数の換算係数α 

『道路橋示方書・同解説 Ⅳ 下部構造編』社団法人日本道路協会、平成 29 年、188ページ 

≪透水係数 K≫ 

  現場透水試験結果、室内透水試験及び粒度試験から得られる 20％粒径（D20）を用いたクレー

ガーの推定式から設定した。クレーガーの推定式は、表 3-1-5 に示される D20 と透水係数の関係

を図化し、近似式で求めた。近似式を求めたグラフを図 3-1-1 に示す。 

表 3-1-5 クレーガーによる D20 と透水係数 k(単位：cm/sec)
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図 3-1-1 クレーガーによる D20 と透水係数 kから求められる近似式(単位：cm/sec)
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表
3
-
1-
6
 
地

盤
特

性
の

設
定

値
 

N値 単位体積重量γ 粘着力ｃ 内部摩擦角Φ 変形係数E 透水係数K

回 kN/m3 kN/m2 ° kN/m2 cm/sec

15.6 19 57 26 10900 5.57×10-7

2.0 16 40 15 1400 3.66×10-7

4.7 17 20 15 3200 1.97×10-6

5.0 17 28 15 3500 9.13×10-6

5.2 11 12 15 2200 2.11×10-6

3.8 12 37 7 2600 1.34×10-5

22.5 18 15 27.5 15700 1.34×10-5

12.1 15 44 15 8400 2.11×10-6

10未満が主体の層 7.2 17 42 29 5000 2.14×10-5

10～30が主体の層 18.2 20 103 32.5 12700 2.14×10-5

30以上が主体の層 84.4 22 238 35 59000 2.95×10-7

10未満が主体の層 6.3 14 45 24 4400 1.01×10-7

10～30が主体の層 22.7 20 109 32.5 24400 1.01×10-7

30以上が主体の層 93.1 22 252 35 65100 1.01×10-7

M1

M2

地層

L2c

L2s

L1pc

L1c

Ac

B3c

B2

道路盛土
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表 3-1-7（1） 室内土質試験結果一覧表 
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表 3-1-7（2） 室内土質試験結果一覧表 
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表 3-1-7（3） 室内土質試験結果一覧表 
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3-2.各特性値の算出結果 

1）N値 

地質毎に礫打ち及び N 値の上限値を超えた特異値を除外し算出した平均 N 値を表 3-2-1 に

示し、詳細な算出表を表 3-2-2 に示す。また、B2層については、既往業務において浸出水処

理施設及び管理等計画箇所で設定された B2c 層の値を使用した。 

表 3-2-1 各地層の平均 N値算出結果 

既往業務で設定された各地層の平均 N値（浸出水処理施設及び管理等計画箇所） 

『鳥取県環境管理事業センター産業廃棄物管理型最終処分場 詳細設計及び地質調査業務委託』 

（令和 3 年 3 月、4-36 ページ） 

平均

15.6

2

4.7

5.0

5.2

3.8

22.5

12.1

7.2

18.2

84.4

6.3

22.7

93.1

M2

10未満が主体の層 50以上は礫打ちとし除外

10～30が主体の層 50以上は礫打ちとし除外

30以上が主体の層 300より大きな値は除外

M1

10未満が主体の層 50以上は礫打ちとし除外

10～30が主体の層 50以上は礫打ちとし除外

30以上が主体の層 300より大きな値は除外

L1pc

L2s

L2c 50以上は礫打ちとし除外

B3c 50以上は礫打ちとし除外

Ac

L1c

地質 備考

道路盛土 50以上は礫打ちとし除外

B2 既往業務での設定値を使用
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表 3-2-2（1） 各地層の平均 N値算出表 
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表 3-2-2（2） 各地層の平均 N値算出表 
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2）単位体積重量 γ 

単位体積重量の設定表を表 3-2-3 に示す。 

表 3-2-3 各地層の単位体積重量設定表 

3）粘着力 c 

粘着力の設定表を表 3-2-4 に示す。 

表 3-2-4 各地層の粘着力設定表 

N値 種類・状態
一般値

（kN/m3）

室内土質
試験結果

（g/cm
3
）

既往業務での
設定値

（kN/m
3
）

設定値

（kN/m3）
備考

15.6 盛土　砂質土 18 1.956 19 試験値から

2.0 盛土　粘性土 - - 16 16 既往業務での設定値

4.7 盛土　粘性土 18 1.701 16 17 試験値から

5.0
粘性土

やや柔らかいもの
17 1.752 17 試験値から

5.2
粘性土

やや柔らかいもの
17 1.171 17 11 試験値から

3.8
砂質土

密実でないもの
17 1.26 12 試験値から

22.5
砂質土

密実と密実でない
ものの中間

18 - 18 一般値

12.1
粘性土

やや柔らかいもの
17 1.495 14 15 試験値から

10未満が主体の層 7.2 DL 18 1.715 17 試験値から

10～30が主体の層 18.2 DH 20 - 20 一般値

30以上が主体の層 84.4 CL 22 - 22 一般値

10未満が主体の層 6.3 DL 18 1.401 14 試験値から

10～30が主体の層 22.7 DH 20 - 20 一般値

30以上が主体の層 93.1 CL 22 - 22 一般値

M1

M2

地層

道路盛土

B2

B3c

Ac

L1c

L1pc

L2s

L2c

N値 種類・状態
一般値

（kN/m3）

換算式
からの値

（kN/m
3
）

室内土質
試験結果

（kN/m
3
）

既往業務での
設定値

（kN/m
3
）

提案値 備考

15.6 盛土　砂質土 30以下 - 57.1 - 57 試験値から

2.0 盛土　粘性土 50以下 - - 40 40 既往業務での設定値

4.7 盛土　粘性土 50以下 - 20.2 15 20 試験値から

5.0
粘性土

やや柔らかいもの
30以下 - 28.3 28 試験値から

5.2
粘性土

やや柔らかいもの
30以下 12.5 - 12 12

試験値は一軸圧縮強度の換算
（H27で実施）、換算値から

3.8
砂質土

密実でないもの
0 - 37.8 - 37 試験値から

22.5
砂質土

密実と密実でない
ものの中間

15以下 - - - 15 一般値

12.1
粘性土

やや柔らかいもの
30以下 - 44.8 35 44 試験値から

10未満が主体の層 7.2 DL 10 53.7 42.8 42 NEXCOの換算式、換算値から

10～30が主体の層 18.2 DH 25 94.1 - 103 NEXCOの換算式、換算値から

30以上が主体の層 84.4 CL 40 238.1 - 238 NEXCOの換算式、換算値から

10未満が主体の層 6.3 DL 10 49.6 45.4 45 NEXCOの換算式、換算値から

10～30が主体の層 22.7 DH 25 107.5 109 NEXCOの換算式、換算値から

30以上が主体の層 93.1 CL 40 252.8 252 NEXCOの換算式、換算値から

M2

道路盛土

B2

B3c

Ac

L1c

L1pc

L2s

L2c

地層

M1
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4）内部摩擦角（せん断抵抗角） φ 

内部摩擦角の設定表を表 3-2-5 に示し、以下に、ボーリング調査ごとの有効上載圧を考慮し

た N値からの内部摩擦角算出表を添付する。 

表 3-2-5 各地層の内部摩擦角設定表 

N値 種類・状態
一般値
（°）

NEXCO換算式
からの値
（°）

有効上載圧を
考慮した換算式
からの平均値

（°）

室内土質
試験結果
（°）

既往業務
での設定値

（°）
提案値 備考

15.6 盛土　砂質土 25 - 32.1 26.8 - 26 試験値から

2.0 盛土　粘性土 15 - - - - 15 一般値

4.7 盛土　粘性土 15 - 33.2 - - 15 一般値

5.0
粘性土

やや柔らかいもの
15 - - - - 15 一般値

5.2
粘性土

やや柔らかいもの
15 - - - - 15 一般値

3.8
砂質土

密実でないもの
25 - 33.9 7.5 - 7 試験値から

22.5
砂質土

密実と密実でない
ものの中間

27.5 - 36.3 - - 27.5 一般値

12.1
粘性土

やや柔らかいもの
15 - - - - 15 一般値

10未満が主体の層 7.2 DL 30 20.1 31.5 29.4 10 29 試験値から

10～30が主体の層 18.2 DH 32.5 20.4 33.5 - - 32.5 一般値

30以上が主体の層 84.4 CL 35 21.0 42.5 - - 35 一般値

10未満が主体の層 6.3 DL 30 20.0 30.9 24.9 11 24 試験値から

10～30が主体の層 22.7 DH 32.5 20.5 34.0 - - 32.5 一般値

30以上が主体の層 93.1 CL 35 21.0 39.5 - - 35 一般値

地層

M1

M2

道路盛土

B2

B3c

Ac

L1c

L1pc

L2s

L2c
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表 3-2-6（1） H20-B-1 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 
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表 3-2-6（2） H20-B-3 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 
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表 3-2-6（3） H24-No.1 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 

表 3-2-6（4） H24-No.2 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 
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表 3-2-6（5） H27-B-1 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 
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表 3-2-6（6） H27-B-3 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 
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表 3-2-6（7） R1-B-4 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 

表 3-2-6（8） R1-B-5 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 
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表 3-2-6（9） R1-B-6 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 
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表 3-2-6（10） R1-B-7 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 
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表 3-2-6（11） R4-B-1 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 
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表 3-2-6（12） R4-B-2 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 

⑪ － 39



表 3-2-6（13） R4-B-3 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 
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表 3-2-6（14） R4-B-4 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 

⑪ － 41



表 3-2-6（15） R4-B-5 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 

表 3-2-6（16） R4-B-6 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 
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表 3-2-6（17） R4-B-7 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 
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表 3-2-6（18） R4-B-8 の有効上載圧を考慮した N値からの内部摩擦角算出表 

⑪ － 44



5）変形係数 E 

変形係数の算出表を表 3-2-7 に示す。 

表 3-2-7 変形係数の算出表 

N値 種類・状態

換算式E0=2800N

からの値

(kN/m2)

孔内水平載荷試験値

E50=700N(kN/m
2)

<　>はE0=2800Nの値

既往業務での設定値

E50(kN/m
2)

<　>はE0=2800Nの値

提案値 備考

15.6 盛土　砂質土 43680 - 43700 換算値から

2.0 盛土　粘性土 5600
1000〈4000〉

（R1-B-1、R1-B-2で
の試験値の平均）

5600 換算値から

4.7 盛土　粘性土 13160
2800<11200>

（換算式より、
平均N値4）

1320 換算値から

5.0
粘性土

やや柔らかいもの
14000 - 14000 換算値から

5.2
粘性土

やや柔らかいもの
14560

873<3492>
（R4-B-9での試験値、
試験深度のN値は2回）

3500〈14000〉
（換算式より、

平均N値5）
9100

孔内水平載荷試験値と試験実施
深度のＮ値との相関　が

E50=437N→E0=1748Nとなり、換

算式との乖離が大きい。このた
め安全側を考慮し、孔内水平載
荷試験と試験深度のＮ値から求
められた換算式を使い
437×5.2＝2272.4×4≒9089

3.8
砂質土

密実でないもの
10640

1400<4800>
（換算式より、

平均N値2）
10600 換算値から

22.5
砂質土

密実と密実でない
ものの中間

63000
9100<36400>

（換算式より、
平均N値13）

63000 換算値から

12.1
粘性土

やや柔らかいもの
33880

6300<25200>
（換算式より、

平均N値9）
33900 換算値から

10未満が主体の層 7.2 DL 20160 20200 換算値から

10～30が主体の層 18.2 DH 50960 51000 換算値から

30以上が主体の層 84.4 CL 236320 236300 換算値から

10未満が主体の層 6.3 DL 17640 17600 換算値から

10～30が主体の層 22.7 DH 63560
24799<99196>

（R4-B-9での試験値、
試験深度のN値は18回）

63560

孔内水平載荷試験値は、既往業
務を含め3回の試験で同程度の
結果が得られている。しかし、
N値と試験値は5100N～12700Nの
関係となっており、換算式との
乖離が大きい。このため、安全
側を考慮し、換算による値で設
定。

30以上が主体の層 93.1 CL 260680 260700 換算値から

既往業務の提案値より高くなる層もあるが、本調査の実施により各層のN値データ個数は増加し、平均N値の精度は上がっていると考えられる

7000<28000>
（H27-B-1での

試験値）

M2

24900<99600>
（R1-B-4での

試験値の平均、
N値は2回と5回）

L1c

L1pc

L2s

L2c

M1

地層

道路盛土

B2

B3c

Ac
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6）透水係数 k 

透水係数の算出表を表 3-2-8 に示す。 

表 3-2-8 透水係数の算出表 

N
値

種
類

・
状

態
粒

度
試

験
D
2
0

（
㎜

）

ク
レ

ー
ガ

ー
の

推
定

式
に

よ
る

計
算

値
(
m
/
s
e
c
）

現
場

透
水

試
験

結
果

(
m
/
s
e
c
）

既
往

業
務

で
の

現
場

透
水

試
験

結
果

（
m
/
s
e
c
）

既
往

業
務

（
H
2
0
-
B
-
3
）

に
お

け
る

室
内

透
水

試
験

結
果

の
最

大
値

（
m
/
s
e
c
）

提
案

値
(
m
/
s
e
c
）

備
考

1
5
.
6

盛
土

　
砂

質
土

0
.
0
0
3
0

5
.
5
7
×

1
0
-
7

-
-

5
.
5
7
×

1
0
-
7

ク
レ

ー
ガ

ー
の

推
定

式

2
.
0

盛
土

　
粘

性
土

0
.
0
0
2
5

3
.
6
6
×

1
0
-
7

-
-

3
.
6
6
×

1
0
-
7

ク
レ

ー
ガ

ー
の

推
定

式

4
.
7

盛
土

　
粘

性
土

0
.
0
0
5
2

1
.
9
7
×

1
0
-
6

-
-

1
.
9
7
×

1
0
-
6

ク
レ

ー
ガ

ー
の

推
定

式

5
.
0

粘
性

土
や

や
柔

ら
か

い
も

の
0
.
0
1
2
0

1
.
3
4
×

1
0
-
5

9
.
1
3
×

1
0
-
6

-
9
.
1
3
×

1
0
-
6

現
場

透
水

試
験

結
果

5
.
2

粘
性

土
や

や
柔

ら
か

い
も

の
-

-
-

-
2
.
1
1
×

1
0
-
6

同
時

期
に

堆
積

し
た

と
考

え
ら

れ
る

粘
性

土
の

L
2
c
と

同
等

と
す

る

3
.
8

砂
質

土
密

実
で

な
い

も
の

0
.
0
1
2
0

1
.
3
4
×

1
0
-
5

-
1
.
2
4
×

1
0
-
5

1
.
3
4
×

1
0
-
5

ク
レ

ー
ガ

ー
の

推
定

式

2
2
.
5

砂
質

土
密

実
と

密
実

で
な

い
も

の
の

中
間

-
-

-
-

1
.
3
4
×

1
0
-
5

同
時

期
に

堆
積

し
た

と
考

え
ら

れ
る

砂
質

土
の

L
1
p
c
と

同
等

と
す

る

1
2
.
1

粘
性

土
や

や
柔

ら
か

い
も

の
0
.
0
0
5
0

1
.
8
0
×

1
0
-
6

2
.
1
1
×

1
0
-
6

2
.
0
9
×

1
0
-
7

（
R
1
-
B
-
6
）

5
.
8
4
×

1
0
-
7

2
.
1
1
×

1
0
-
6

現
場

透
水

試
験

結
果

1
0
未

満
が

主
体

の
層

7
.
2

D
L

0
.
0
0
3
4

7
.
4
8
×

1
0
-
7

2
.
1
4
×

1
0
-
5

7
.
9
9
×

1
0
-
6

2
.
1
4
×

1
0
-
5

現
場

透
水

試
験

結
果

1
0
～

3
0
が

主
体

の
層

1
8
.
2

D
H

-
-

-
-

2
.
1
4
×

1
0
-
5

固
結

度
の

低
い

N
値

1
0
未

満
の

層
と

同
等

と
す

る
こ

と
で

安
全

側
と

考
え

る

3
0
以

上
が

主
体

の
層

8
4
.
4

C
L

-
-

-
2
.
9
5
×

1
0
-
7

6
.
4
6
×

1
0
-
8

（
R
1
-
B
-
5
）

-
2
.
9
5
×

1
0
-
7

現
場

透
水

試
験

結
果

1
0
未

満
が

主
体

の
層

6
.
3

D
L

0
.
0
0
6
7

3
.
4
7
×

1
0
-
6

-
1
.
0
1
×

1
0
-
7

（
R
1
-
B
-
6
）

-
1
.
0
1
×

1
0
-
7
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４．地下水状況 

  

地下水位観測結果から事業計画地周辺の地下水位状況について想定を行った。  

 地下水位の観測時期は、平成 20 年 9 月 8 日～平成 21 年 1 月 3 日、平成 24 年 9 月 12 日～平成

25 年 4 月 19 日、平成 27 年 12 月 11 日～平成 28 年 10 月 22 日、令和 5 年 2 月 1 日～2 月 20 日で

あり、観測方法は、自記水位計による地下水位の連続観測及び触針式水位計による水位確認とし

た。 

表 4-1-1 に観測孔の諸元を示す。 

 

 

表 4-1-1 地下水位観測孔諸元一覧 

 
 

 

自記式水位計による水位観測結果を図 4-1-1 に、最高水位を表 4-1-2 に示す。また、ボーリン

グ掘進中の観測水位を表 4-1-3 に示す。 

 

 

表 4-1-2 既往最高水位等整理表 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

孔名
地盤標高
T.P.（m）

掘進長
（m）

ストレーナー位置
T.P.（m）

ストレーナ区間長
（m）

ストレーナー
位置の地質

H20-B-1 44.50 15.50 29.50～41.50 12.00 道路盛土～M1

H20-B-3 45.50 30.30 15.50～27.50 12.00 M2

H24.No.1 31.50 10.08 21.50～29.50 8.00 B3c～M1～M2

H24.No.2 30.35 15.25 15.35～27.35 12.00 L2c～M1～M2

H27-B-1 37.42 8.90 28.52～34.52 6.00 B3c～L2s～L2c～M1～M2

R4-B-7 44.00 20.00 24.00～40.00 16.00 L1pc～L2c～M1～M2

R4-B-9（1） 34.90 20.00 14.90～24.90 10.00 M2

R4-B-9（2） 34.90 9.00 25.90～31.90 6.00 L1c～L2c～M1～M2

開始 終了 開始 終了 開始 終了 開始 終了 開始 終了

H20-B-1 2008/09/08 2009/01/03 2012/09/12 2013/04/19 2023/02/10 2023/02/10 35.12 2008/9/21 12:00 32.7 2023/2/10 10:00

H20-B-3 2008/09/16 2008/12/30 2012/09/12 2013/04/19 2015/12/11 2016/10/22 2015/12/11 2016/10/22 24.24 2013/3/1 11:00

H24-No.1 2012/09/12 2013/04/19 2015/12/11 2016/10/21 2023/02/10 2023/02/10 28.2 2016/1/30 12:00 28.12 2023/2/10 10:00

H24-No.2 2012/09/16 2013/04/19 2015/12/11 2016/10/21 2023/02/10 2023/02/10 27.61 2015/12/11 15:00 24.35 2023/2/10 10:00

R4-B-7 2023/02/01 2023/02/20 39.46 2023/2/5 2:00

R4-B-9(1) 2023/02/01 2023/02/20 28.97 2023/2/5 13:00

R4-B-9(2) 2023/02/01 2023/02/13 30.31 2023/2/5 0:00

既往業務観測での

最高水位（標高）

R4年度観測時の

最高水位（標高）
孔名

既往業務での観測期間 R4年度の観測期間
観測日時 観測日時
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表 4-1-3 ボーリング掘進中の観測地下水位 

 
 
 

孔名 
地盤標高 

T.P.(m) 

地下水位 

GL-(m) 

水位標高 

T.P.(m) 

H20-B-1 44.50 12.10 32.40 

H20-B-3 45.50 4.54 40.96 

H24.No.1 31.50 4.00 27.50 

H24.No.2 30.35 6.47 23.88 

H27-B-1 37.42 16.51 20.91 

H27-B-2 37.44 4.80 32.64 

H27-B-3 39.15 8.95 30.20 

R1-B-1 35.98 9.30 26.68 

R1-B-2 38.09 9.25 28.84 

R1-B-4 28.57 5.56 23.01 

R1-B-5 35.60 2.32 33.28 

R1-B-6 42.10 11.56 30.54 

R1-B-7 25.62 4.55 21.07 

R4-B-1 31.49 3.20 28.29 

R4-B-2 29.61 10.20 19.41 

R4-B-3 34.94 4.07 30.87 

R4-B-4 36.19 11.10 25.09 

R4-B-5 25.01 4.05 20.96 

R4-B-6 34.83 0.30 34.53 

R4-B-7 44.00 5.23 38.77 

R4-B-8 37.63 2.40 35.23 

R4-B-9 34.90 5.30 29.60 
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図 4-1-1 水位観測結果図
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１．業務概要（地下水流動方向検討） 

 

（１）業務名：鳥取県環境管理事業センター産業廃棄物管理型最終処分場 

       事業計画説明資料作成支援業務委託 

 

（２）業務地：鳥取県米子市淀江町小波 

 

（３）目 的：既往の資料を用いて、鳥取県環境管理事業センター産業廃棄物管理型最終処分場（以

下「当処分場」という）計画地周辺の浅層地下水の流動方向を推定することを目的と

する。 

 

（４）履行期間：令和 3年 4月 21 日から令和 4年 3月 25 日 

 

（５）発注者：公益財団法人 鳥取県環境管理事業センター 

 

（６）受注者：株式会社 エイト日本技術開発 鳥取支店 

 

（７）業務内容：地下水流動方向検討 一式 
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２．引用資料 

 

本業務では、当処分場での既往の調査資料および下記の公開資料を用いて地下水流動方向の検討

を行った。 

 

 1）国土地理院 GSI 地図 http://maps.gsi.go.jp/ 

 2）国土地理院 GSI 地図 http://maps.gsi.go.jp/産総研シームレス地質図 

 3) 1978 国都基本図 

 4) 2012 都市計画図 

 5) 国土地盤情報検索サイト KuniJiban https://www.kunijiban.pwri.go.jp/jp/ 

 6) 令和元年度鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画地周辺地下水等調査検討業務委託報告書（令和  

2 年 4月）建設技術研究所 

 7) 令和元年度鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画地周辺地下水等調査検討業務委託（その 2）報      

告書（令和 2年 9 月）建設技術研究所 

 8) 鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画地周辺地質調査及び水位観測業務委託報告書（令和 3 年 2

月）復建調査設計 

 9) 令和2年度鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画地周辺地質調査及び水位観測業務委託（その2）  

 報告書（令和 3年 3 月）建設技術研究所 

 10) 鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画地周辺地質調査及び水位観測業務委託（その 3）（令和 3  

年 3 月）復建調査設計 

 11) 鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画地周辺地質調査及び水位観測業務委託（その 4）（令和 3  

年 3 月）応用地質 

 12) 鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画地地下水等調査会 第 4 回 参考資料-2「第 4 回

03_sankou_2_tyuujyouzu」情報公開資料 
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３．検討結果の概要 

 

本業務での検討結果の概要を以下に示す。 

 

1） 計画地の地形地質概要 

 

 

2） 谷部分布図 

 

 

 

3） 想定浸出点接谷面図 

 

 

 

 

・  

・  

・  

・  

・  

・  
 

             想定浸出点接谷面図 

想定浸出点 

             地下水 HWL 

・       地下水 LWL 
 

 

 

 

 

 

               表層・第 1 酸化帯下限コンター図 

旧地形図（1978 国土基本図）により、

地下水浸出の基本となる谷部の分布図

を作成した。造成される前の谷地形を把

握し、地下水流動を左右する旧凹状地の

分布を把握した。 

計画地の地形と地質の概要を把握

した。 

 谷部の標高を基準として、内挿する接

谷面図を作成した。これは豪雨時に地下

水が旧谷部に浸出する深度のコンター

図であり、基本的には旧地形から想定さ

れる地下水最大の HWL コンター図にな

り、このコンター図より低い位置に地下

水位はあると想定される。 
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4） 酸化帯区分 

 

 

 

5） 表層・第 1 酸化帯下限コンター図 

 

 

6） 地下水位資料整理 

 

 

 

7） 地下水位コンター図 

 

 

8） 地下水流動方向図 

 

 

 

  

 既往の地下水資料を整理し、HWL

と LWL を抽出した。 

 

 ボーリングコアのコア写真から

酸化帯を区分した。コア写真がない

場合は柱状図記事から推定した。基

本的には、浅層地下水の帯水層は、

この酸化帯内に分布すると考えら

れる。 

 表層・第 1酸化帯下限コンター図を作

成した。これは浅層帯水層の底面と推定

される。 

HWL と LWL の地下水流動方向を

地下水位コンター図に示した。 

 

HWL と LWL の地下水コンター図を作成

した。 
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４．計画地の地形・地質概要 

 

計画地の地形の色別標高図を図 4.1に示す。 

地下水は、基本的にこの地形標高に準じる方向で流下してきているものと推定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1 計画地周辺の色別標高図（国土地理院GIS 地図 https://maps.gsi.go.jp/より引用） 

 

  

計画地 
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計画地周辺の地質図を図 4.2に示す。 

計画地は扇状地堆積物のエリアに位置し、下流には段丘堆積物の分布域があり、多少離れた位置に

安山岩と流紋岩の分布域がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2  計画地周辺の地質図（国土地理院 GIS 地図 https://maps.gsi.go.jp/産総研シームレス地質図より引用） 

 

 

  

【流紋岩】 新生代 第四紀 後期更新

世, デイサイト・流紋岩 溶岩・火砕岩 

【安山岩】 新生代 第四紀 チバニアン期, 安

山岩・玄武岩質安山岩 溶岩・火砕岩 

【段丘】 新生代 第四紀 後期更新世中期

 後期更新世後期, 段丘堆積物 【扇状地】 新生代 第四紀 更新世 ジェラシア

ン期 完新世, 火山岩 火山麓扇状地堆積物 

計画地 
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５．谷部分布図 

 

造成される前の谷地形を把握し、地下水流動を左右する旧凹状地の分布を把握するため、旧地形図

（1978 国土基本図）により、地下水浸出の基本となる谷部の分布図を作成し、図 5.1に示した。 

なお 1978 国土基本図での造成前の地形は、米軍の空中写真 1948 などで確認した。 

また、これを現在の 2012 版の都市計画図に表示したものを図 5.2に示した。 
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図 5.1 谷部分布図 

ボーリング No 青字 ： 浅層地下水位観測孔

ボーリング No 赤字 ： 上記以外 
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図 5.2 谷部分布図 

ボーリング No 青字 ： 浅層地下水位観測孔 

ボーリング No 赤字 ： 上記以外 
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６．想定浸出点接谷面図 

 

谷部の標高を基準として、内挿する接谷面図を作成し、図 6.2に 1978 地形図版を示し、図 6.3に

2012 地形図版を示した。 

なお、浸出点は豪雨時に地下水が旧谷部に浸出する深度のコンター図であり、基本的には旧地形か

ら想定される地下水最大の HWL コンター図になり、基本はこのコンター図より低い位置に地下水位

はあると想定される。そのモデル図を図 6.1に示す。 

現在、検討しているのは浅層地下水であり、基本的に表層・第 1酸化帯の中で変動する地下水帯が

対応すると考えている。地質区分はかなり複雑であるので、それは扇状地火山性堆積物や一部段丘堆

積物なども含む層はあるが、酸化帯は最初に堆積してから地下水の up-down があり、酸化している浅

層地下水帯の分布域と考えられる。（なお浅層地下水が調査会での第 1帯水層、中間地下水が第 2帯

水層、深層地下水が第 3帯水層に概略準じる） 

 

 

 

 

 

 

 

・  
 

 

  

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1 基本的な浅層地下水流動方向の考え方(モデル図) 

想定浸出点接谷面ライン 

想定浸出点 地下水 HWL 

地下水 LWL 浅層地下水 

中間地下水 

表層・第 1 酸化帯下限コンターライン 

第 2 酸化帯下限 
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 図 6.2 想定浸出点接谷面図 

ボーリング No 青字 ： 浅層地下水位観測孔 

ボーリング No 赤字 ： 上記以外 
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図 6.3 想定浸出点接谷面図 

ボーリング No 青字 ： 浅層地下水位観測孔 

ボーリング No 赤字 ： 上記以外 
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７．酸化帯区分 

 

ボーリングコアのコア写真および柱状図の色調記事から酸化帯を区分した。 

それらをまとめると表 7.1のようになる 
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表 7.1 酸化帯下限標高等一覧表 

 

 

  

KR02-ボーリング資料 

鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画地

地下水等調査会、第 4 回、参考資料-2「第

4 回 03_sankou2_tyuujyouzu」 

情報公開資料 

BAKJ ボーリング資料 

国土地盤情報検索サイト kuniJiban 

https://www.kunijiban.pwri.go.jp/jp/   

公開資料 
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図 7.1～7.2 に、地盤標高 GH と表層・第 1酸化帯下限標高 DL の相関図を示した。全体として両者

の相関は認められ、扇状地面と段丘面では異なる関係となっている。 

図 7.3～7.4 に、地盤標高 GH と表層・第 1酸化帯の層厚を示した。バラツキはあるものの、地盤標

高が高いほど層厚が厚くなる傾向があり、段丘の方が扇状地面より厚くなる傾向を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.1 GH と表層・第 1酸化帯下限 DLの相関  図 7.2 GH と表層・第 1酸化帯下限 DLの相関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.3 GH と表層・第 1酸化帯層厚の相関    図 7.4 GH と表層・第 1酸化帯層厚の相関 
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８．表層・第 1酸化帯下限コンター図 

 

 前述のデータより、表層・第 1 酸化帯下限コンター図を作成し、図 8.1～8.2に示した。 
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図 8.1 表層・第 1 酸化帯下限コンター図 1978 国土基本図 

ボーリング No 青字 ： 浅層地下水位観測孔 

ボーリング No 赤字 ： 上記以外 
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図 8.2 表層・第 1酸化帯下限コンター図 2012 都市計画図 

ボーリング No 青字 ： 浅層地下水位観測孔 

ボーリング No 赤字 ： 上記以外 
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９．地下水位資料整理 

 

過去報告書資料より収集した地下水の資料は下記のようになる。 

 

1）資料 1 2008～2014 資料 ヒアリングによる HWL 

 

 表 9.1 【資料 1】2008～2014HWL 
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2）資料 2 2015～2016 および 2018～2020 観測資料 

 

 表 9.2 【資料 2】2015～2016 および 2018～2020 観測資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3）資料 3 2016 観測資料 

 

表 9.3 【資料 3】2016 観測資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県道・私道交差付近 県道下 西側斜面下 ヤギ小屋裏 入口ゲート前 選果場側平坦面 西側斜面上

H20-B-3 H26-NO.1 H20-B-1 H24-NO.1 H24-NO.2 H27-B-1 H27-B-1' H27-B-2 H27-B-2’ H27-B-3

● 任意観測 ● ● ● 任意観測 ● 任意観測 ● ● 任意観測

(m) 30.00 50.00 15.00 10.00 15.00 20.00 8.90 25.00 9.00 24.00 3.66 3.16

(DL.m) 45.50 46.10 44.50 31.50 30.35

(DL.m) 45.50 46.10 44.50 30.93 30.98 37.42 37.42 37.44 37.44 39.15 37.88 36.61

(m) 0.10 0.46 0.80 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.65 1.03

(m) 45.60 46.56 45.30 31.43 31.48 37.92 37.92 37.94 37.94 39.65 38.53 37.64

(PH-m) 30m 超 30m 超 12.95 10.37 15.42 19.34 9.12 24.95 9.49 24.05 4.31 4.19

(GL-m) - - 12.15 9.87 14.92 18.84 8.62 24.45 8.99 23.55 3.66 3.16

(DL.m) - - 32.35 21.06 16.06 18.58 28.80 12.99 28.45 15.60 34.22 33.45

(PH-m) 28.00 28.50 12.50 10.00 15.00 18.50 8.50 24.50 9.00 23.50

(GL-m) 27.90 28.04 11.70 9.50 14.50 18.00 8.00 24.00 8.50 23.00

(DL.m) 17.60 18.06 32.80 21.43 16.48 19.42 29.42 13.44 28.94 15.65

(GL-m) 22.52 22.57 10.04 2.73 4.95 11.96 4.89 5.69 3.64 6.72 0.00 -0.03

(DL.m) 22.98 23.53 34.46 28.20 26.04 25.46 32.53 31.76 33.80 32.43 37.88 36.64

観測日時
H28.2.14

2:00

H28.2.28

23:00

H28.1.30

17:00

H28.1.30

12:00

H28.9.20

14:00

H27.1.31

10:00

H28.1.30

23:00

H28.2.3

18:00

H28.2.3

17:00

H28.1.30

13:00

H28.1.30

10：30

H28.1.30

10：35

22.71 22.81 9.41 1.99 2.27 13.02 3.30 3.53 2.81 6.34

22.79 23.29 35.09 28.94 28.71 24.40 34.12 33.91 34.63 32.81

2018.10.06

16：00

2018.09.30

20：00

2018.10.01

1：00

2018.10.01

2：00

2018.09.30

20：00

2018.10.02

6：00

2018.9.30

23：00

2018.9.30

23：00

2018.9.30

22：00

2018.9.30

21：00

(GL-m) 23.46 23.58 11.70以深 6.71 11.35 14.74 6.38 8.03 6.28 9.91 1.38 1.06

(DL.m) 22.04 22.52 32.80以深 24.21 19.63 22.68 31.04 29.41 31.16 29.24 36.50 35.55

観測日時
H28.9.12

10:00

H28.9.12

12:00

H28.8.26

23:00 他

H28.9.5

0:00

H28.8.27

0:00 他

H28.8.27

2:00 他

H28.8.29

5:00

H28.8.29

5:00

H28.8.29

3:00

H28.8.19

9：57

H28.8.19

9：59

(GL-m) 23.77 23.96 11.70以深 6.19 11.60 15.12 6.42 6.89 6.36 10.83

(DL.m) 21.73 22.14 32.80以深 24.74 19.38 22.30 31.00 30.55 31.08 28.32

観測日時
2019.12.18

2：00
2019.12.18

0：00
2019.06.15

6：00
2019.09.13

13：00
2020.06.09

19：00
2018.8.31

15：00
2019.6.15

14：00
2019.6.15

16：00
2019.6.15

15：00

井戸1
(谷筋奥)

井戸2
(篭工上)

天端標高

実測

位置図表記

孔　番

掘進長/井戸深度

地盤

標高

立ち

上がり

地盤から

地盤から

天端から

20018～2020

2015～2016

20018～2020

2015～2016

ｾﾝｻｰ設置標高

ｾﾝｻｰ設置深度

孔底

深度

(ｽﾗｲﾑ込) 標高

最

高

水

位

最
低

水

位
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4）資料 4 2020～2021 観測資料 

 

表 9.4【資料 4】2020～2021 観測資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

下記の貸与された公開開示文書より整理した 

1） 令和元年度鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画地

周辺地下水等調査検討業務委託報告書（令和 2 年 4

月）建設技術研究所 

2） 令和元年度鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画地

周辺地下水等調査検討業務委託（その 2）報告書（令

和 2 年 9 月）建設技術研究所 

3） 鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画地周辺地質調

査及び水位観測業務委託報告書（令和 3 年 2 月）復

建調査設計 

4） 令和 2年度鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画地周

辺地質調査及び水位観測業務委託（その 2）報告書

（令和 3 年 3 月）建設技術研究所 

5） 鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画地周辺地質調

査及び水位観測業務委託（その 3）（令和 3 年 3 月）

復建調査設計 

6） 鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画地周辺地質調

査及び水位観測業務委託（その 4）（令和 3 年 3 月）

応用地質 
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前述の資料を表 9.5にまとめ、HWL と LWL を示す。 

なお、観測値のない場合、掘進時データとした。また、KuniJiban データは LWL も掘進時データもないので、相関値により推定した。 

 

表 9.5 HWL と LWL 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KR02-ボーリング資料 公開資料 

鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計

画地地下水等調査会、第 4 回、参

考資料-2 

第 4 回 03_sankou2_tyuujyouzu 

情報公開資料 

BAKJ ボーリング資料 

国土地盤情報検索サイト

kuniJiban 

https://www.kunijiban.pwri.

go.jp/jp/    公開資料 
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図 9.1～9.2 に掘進時の初期水位と観測 HWL の対比を示した。段丘面ではほぼ一致したが、扇状地

面では、部分的に 1～2m観測時が高い傾向を示している。全体の地下水流動の中で大きな差は生じな

いと考えられたので、観測地点以外の水位の参考として採用した。 

図 9.3～9.4 は、地盤標高と HWL の相関で、段丘面も扇状地面もほぼ同様の相関性を示し、地盤標

高の 0.86～0.87 程度の位置に HWL が分布している傾向を示す。 

図 9.5～9.6 は、地盤標高と LWL の相関で、段丘面も扇状地面もほぼ同様の相関性を示し、地盤標

高の 0.77～0.78 程度の位置に LWL が分布している傾向を示す。 

図 9.7～9.8 は、LWL と HWL の相関で、段丘面は 1.03、扇状地面は 1.13 程度の相関を示した。 
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図 9.3 GH と HWL              図 9.4 GH と HWL 

図 9.5 GH と LWL             図 9.6 GH と LWL 

図 9.7 LWL と HWL             図 9.8 LWL と HWL 
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１０．地下水位コンター図 

 

前述のデータより、地下水位コンター図を作成し、図 10.1～10.4に示した。 
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 図 10.1 HWL 地下水位コンター図 1978 国土基本図 

ボーリング No 青字 ： 浅層地下水位観測孔 

ボーリング No 赤字 ： 上記以外 
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 図 10.2 HWL 地下水位コンター図 2012 都市計画図 

ボーリング No 青字 ： 浅層地下水位観測孔 

ボーリング No 赤字 ： 上記以外 
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 図 10.3 LWL 地下水位コンター図 1978 国土基本図 

ボーリング No 青字 ： 浅層地下水位観測孔 

ボーリング No 赤字 ： 上記以外 
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図 10.4 LWLL 地下水位コンター図 2012 都市計画図 

ボーリング No 青字 ： 浅層地下水位観測孔 

ボーリング No 赤字 ： 上記以外 
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１１．地下水流動方向図 

 

前述の地下水位コンター図より、地下水流動方向を推定し、図 11.1～11.4に示した。 

基本的には、地下水の流動方向は、地下水コンター線に直交方向の矢印で表示した。 
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ボーリング No 青字 ： 浅層地下水位観測孔 

ボーリング No 赤字 ： 上記以外 

図 11.1 HWL 地下水位コンター図（地下水流動方向） 1978 国土基本図 

（地下水流動方向） 
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図 11.2 HWL 地下水位コンター図（地下水流動方向） 2012 都市計画図 

ボーリング No 青字：  浅層地下水位観測孔 

ボーリング No 赤字 ： 上記以外 

（地下水流動方向） 
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  図 11.3 LWL 地下水位コンター図（地下水流動方向） 1978 国土基本図 

ボーリング No 青字 ： 浅層地下水位観測孔 

ボーリング No 赤字 ： 上記以外 

（地下水流動方向） 
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 図 11.4 LWLL 地下水位コンター図（地下水流動方向） 2012 都市計画図 

ボーリング No 青字：  浅層地下水位観測孔 

ボーリング No 赤字 ： 上記以外 

（地下水流動方向） 
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計画地での地下水流動方向 
 

 計画地を拡大し、地下水流動方向を矢印で示した。 

 

 なお、地下水の流動方向については、谷部で重なることから、

色を変えて表示した。 

また、両側の水色の破線は、尾根沿いの地下水の流れを表し

ており、計画地を流動する地下水の側方境界を表すものにな

る。 

 

 

        

図 11.5 地下水流動方向拡大図 2012 都市計画図 

ボーリング No 青字 ： 浅層地下水位観測孔 

ボーリング No 赤字 ： 上記以外 
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